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文京区障害者地域自立支援協議会
ぶん き ょ う く し ょ う が い し ゃ ち い き じ り つ し えん き ょ う ぎ かい

 

令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

 第
だい

1回障害当事者部会
かいし ょ うがい と うじ し ゃぶかい

 要点記録
よ う て ん き ろ く

 

 

【日
にち

 時
じ

】 令
れい

和
わ

6年
ねん

6月
がつ

28日
にち

（火
か

） 14時
じ

～15時
じ

30分
ぷん

 

【場
ば

 所
し ょ

】 文京
ぶんきょう

シビックセンター3階
かい

 障害者
しょうがいしゃ

会館
かいかん

C会議室
シ ー かいぎ しつ

 

【出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

】 高
たか

山
やま

 直
なお

樹
き

   （自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 会
かい

長
ちょう

） 

志
し

村
むら

 健
けん

一
いち

    （自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 副
ふく

会
かい

長
ちょう

） 

河野
こうの

 孝
たか

志
し

     （身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

） 

竹間
ち く ま

 誠次
せ い じ

     （知的障害
ちてきしょうがい

） 

永野
ながの

 栄一郎
えいいちろう

  （知的障害
ちてきしょうがい

） 

中山
なかやま

 雅美
まさみ

    （精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

） 

栁澤
やなぎさわ

 由美子
ゆ み こ

   （精神障害
せいしんしょうがい

） 

吉田
よ し だ

 由紀子
ゆ き こ

   （身体障害
しんたいしょうがい

） 

永尾
な が お

 真一
しんいち

    （区委員
く い い ん

） 

【補助人
ほ じ ょ に ん

】  松下
まつした

 功一
こういち

  

        関口
せきぐち

 梓
あずさ

    

【
（

事務局
じむきょく

】 
）  

關
せき

、荒木田
あらきだ

、河井
かわい

、谷本
たにもと

、 林
はやし

 （文京区
ぶんきょうく

障 害 者
しょうがいしゃ

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター） 

 

【開会前
かいかいまえ

に事務局
じむきょく

からの連絡
れんらく

】
）

 

・ 出 欠
しゅっけつ

確認
かくにん
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・傍
ぼう

聴
ちょう

及
およ

び会
かい

議
ぎ

内
ない

容
よう

の公開
こうかい

について確認
かくにん

 

・記録
きろく

のため、会議
かいぎ

内容
ないよう

の録音
ろくおん

と写真
しゃしん

撮影
さつえい

についての確認
かくにん

 

・資料
しりょう

の確認
かくにん

 

 

１． 開 会
かいかい

挨拶
あいさつ

 

・障 害
しょうがい

福祉
ふくし

課長
かちょう

 永尾
ながお

課長
かちょう

 より 

 

２． 事務局
じむきょく

紹 介
しょうかい

及び
およ  

今年度
こんねんど

の当事者
とうじしゃ

部会
ぶかい

委員
いいん

体制
たいせい

について（資料
しりょう

第 0号
だい  ごう

） 

・事務局
じむきょく

より説 明
せつめい

 

・各委員
かくいいん

の自己
じ こ

紹 介
しょうかい

 

 

３． 議題
ぎだい

 

 （１）部
ぶ

会長
かいちょう

の互選
ごせん

（資
し

料
りょう

第
だい

1号
ごう

） 

事務局
じむきょ く

より、当事者
と うじし ゃ

部会
ぶかい

における部
ぶ

会
かい

長
ちょう

の役
やく

割
わり

を説明
せつめい

。 

   ⇒立候補者
りっこうほしゃ

なし、他
た

推薦
すいせん

により河野
こうの

委員
いいん

が部
ぶ

会 長
かいちょう

に決定
けってい

。 

 

 （2）令和
れいわ

５年度
 ねんど

全体会
ぜんたいかい

の振り返り
ふ  かえ  

（資料
しりょう

第 3号
だい  ごう

 皆さん
みな   

の意見
いけん

記入
きにゅう

シート） 

   事務局
じむきょく

より、令和
れいわ

６年
 ねん

３月
 がつ

18日
にち

に行われた
おこな      

全体会
ぜんたいかい

の内容
ないよう

について説 明
せつめい

。 

全体会後
ぜんたいかいご

のアンケート集 計
しゅうけい

結果
けっか

の感想
かんそう

として、当事者
とうじしゃ

の方
かた

の 話
はなし

を聞く
き  

機会
きかい

がなかったが、それぞれ

の思
おも

いを聞く
き  

ことができて良
よ

かった、当事者
とうじしゃ

の方
かた

のお 話
はなし

に共
きょう

感
かん

した、自
じ

分
ぶん

の行
こう

動
どう

を振
ふ

り返
かえ

る機
き

会
かい

に

なった、これまで以上
いじょう

に声
こえ

かけをしていきたい、多く
おお 

の参加者
さんかしゃ

が集まり
あつ    

、傍 聴者
ぼうちょうしゃ

からも挙手
きょしゅ

による発言
はつげん
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があり、垣根
かきね

を超えた
こ   

一体感
いったいかん

があった、お二人
 ふた り

のお話
 はなし

に 心
こころ

を打たれた
う     

、このような機会
きかい

がもっとあると

よい、当事者
とうじしゃ

委員
いいん

として自分
じぶん

の部会
ぶかい

でも意見
いけん

を述べて
の   

いきたい、みんなで障 害
しょうがい

のある方
かた

もない方
かた

も

自分
じぶん

らしく暮らしやすく
く     

なるように考 え て
かんが     

いきたい等
など

、多く
おお 

の感想
かんそう

、好 評
こうひょう

が寄せられた
よ      

。 

 

◆感想
かんそう

・意見
いけん

 

＜当事者
とうじしゃ

委員
いいん

＞ 

・半 生
はんせい

を語る
かた  

は前回
ぜんかい

の内容
ないよう

に続いて
つづ    

話
はなし

ができて良かった
よ   

。個人的
こじんてき

に学校
がっこう

からの依頼
いらい

を受け
う  

、自分
じ ぶ ん

の

半生
はんせい

について語る
かた 

講演
こうえん

活動
かつどう

を 行
おこな

なっている。 

   ・民 生
みんせい

委員
いいん

は全体会
ぜんたいかい

当日
とうじつ

に他
ほか

会議
かいぎ

と日程
にってい

が重なって
かさ     

しまい不
ふ

参
さん

加
か

だったが、民 生
みんせい

委員
いいん

の参加
さんか

があ

ると良かった
よ    

。次回
じかい

以降
いこう

は、別
べつ

の障 害
しょうがい

の当事者
とうじしゃ

がそれぞれの立場
たちば

で半生
はんせい

を語る
かた  

ことができると、

様々
さまざま

な障 害
しょうがい

が理解
り か

されて良い
よ  

と思う
おも 

。 

   ・障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

にある複数
ふくすう

の部会
ぶかい

の報告
ほうこく

を聞
き

き、様々
さまざま

な会議
かいぎ

活動
かつどう

があることが判り
わか 

良かった
よ   

。当事者
とうじしゃ

委員
いいん

の半生
はんせい

の話を伺 い
うかが   

、他
ほか

の障 害
しょうがい

について判り
わか 

良かった
よ    

。 

   ・ご自身
  じしん

の半生
はんせい

についての 話
はなし

が素晴らしく
す ば    

感動
かんどう

した。半 生
はんせい

を語る
かた  

ことは自分
じぶん

には難 し い
むずか     

が、お二人
 ふた り

は勇気
ゆうき

を持って
も   

話されて
はな      

いたことに感 銘
かんめい

を受けた
う   

。 

   ・当事者
とうじしゃ

部会
ぶかい

の報告
ほうこく

ができて良かった
よ    

。もっと報告
ほうこく

する機会
きかい

があれば色々
いろいろ

な人
ひと

に 話
はなし

を聞
き

いてもらいた

い。 

 ＜自立支援協議会
じ り つ し え ん き ょ う ぎ か い

 会長
かいちょう

＞ 

・当事者
とうじしゃ

委員
いいん

の役割
やくわり

、発信
はっしん

することが大きな
おお   

テーマ、今
いま

までも福祉
ふくし

祭り
まつ 

や様々
さまざま

な取り組み
と  く  

や活動
かつどう

に参加
さんか

しているが、当事者
とうじしゃ

の方々
かたがた

が自分
じぶん

の生活
せいかつ

や人生
じんせい

について語る
かた 

ことはインパクトがあり、そのことが



4 

 

障 害
しょうがい

の理解
りかい

に繋がって
つな      

いる。全 体会
ぜんたいかい

の一回
いっかい

だけでなく、発信
はっしん

場所
ばしょ

、発信
はっしん

の方法
ほうほう

などを工
く

夫
ふう

する

ことで障 害
しょうがい

の理解
りかい

が深まる
ふか   

ことになる。障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

という問題
もんだい

があるが、発信
はっしん

することでみんなが

考 え る
かんが     

ことにも繋がって
つな     

いく。 

 

 （3）令和
れいわ

6年度
ねんど

当事者
とうじしゃ

部会
ぶかい

の取り組み
と  く  

・スケジュールについて（資料
しりょう

第 2号
だい  ごう

の１、資料
しりょう

第 2号
だい  ごう

の２） 

事務局
じむきょく

より説 明
せつめい

。 

   

◆事務局
じむきょく

案
あん

をふまえて意見
いけん

交換
こうかん

 

①防災
ぼうさい

体験
たいけん

ツアー 

＜当事者
とうじしゃ

委員
いいん

＞ 

   ・起震車
きしんしゃ

や消火器
しょうかき

など以前
いぜん

から防災
ぼうさい

体験
たいけん

したかったので、是
ぜ

非参加
ひさんか

したい。 

   ・防災
ぼうさい

体験
たいけん

は何度
なんど

か体験
たいけん

しているが、意識
いしき

していても実際
じっさい

に身体
からだ

が動く
うご  

かどうか不安
ふあん

があるので機会
きかい

があれば参加
さんか

することを心掛けて
こころが    

いる。 

   ・区民
くみん

の皆さん
みな   

と一緒
いっしょ

に障 害
しょうがい

について考 え
かんが  

、取り組み
と  く  

を充 実
じゅうじつ

させていきたい。 

・消火器
しょうかき

や起震車
きしんしゃ

は以前
いぜん

体験
たいけん

したことがある。防災
ぼうさい

・避難所
ひなんじょ

をテーマにした講演会
こうえんかい

で、避難所
ひなんじょ

での

生活
せいかつ

では、男女
だんじょ

のプライバシーやトイレ、シャワーなど様々
さまざま

な問題
もんだい

があることを聞
き

いた。 

・避難
ひなん

については自宅
じたく

避難
ひなん

をするのか、避難所
ひなんじょ

へ行く
い  

かという判断
はんだん

がある。視覚
しかく

障 害
しょうがい

が避難所
ひなんじょ

で避難
ひなん

生活
せいかつ

を送る
おく  

場合
ばあい

、掲示板
けいじばん

でアナウンスされても情 報
じょうほう

が入って
はい   

こない、トイレなど必要
ひつよう

な場所
ばしょ

への移動
いどう

や

点字
てんじ

ブロックなどいくつも課題
かだい

がある。防災館
ぼうさいかん

はすでにいくつか体験
たいけん

している。本所
ほんじょ

防災館
ぼうさいかん

では、水 害
すいがい

の体験
たいけん

があり、10 ㎝
センチ

や 15 ㎝
センチ

の水
みず

が流 れ 込 ん だ
なが    こ       

時
とき

の体験
たいけん

ができる。防災館
ぼうさいかん

によって体験
たいけん

内容
ないよう
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が異なる
こと    

ので、色々
いろいろ

な場所
ばしょ

に行く
い  

のも良
よ

いと思
おも

う。 

・所定
しょてい

の避難所
ひなんじょ

までは自宅
じたく

から行きにくい
い    

が、別
べつ

の避難所
ひなんじょ

までは行きやすい
い     

ので異なる
こと    

避難所
ひなんじょ

に行って
い   

も

構わない
かま     

のか聞きたい
き    

。 

 

②民生
みんせい

委員
いいん

との交 流 会
こうりゅうかい

 

＜当事者
とうじしゃ

委員
いいん

＞ 

・相談
そうだん

したいことがあった時
とき

に誰
だれ

が民生
みんせい

委員
いいん

の方
かた

なのか、わからなかった。委員
いいん

の情 報
じょうほう

が誰
だれ

にでも 

わかるようなシステムが必要
ひつよう

ではないか。 

・民 生
みんせい

委員
いいん

との交 流 会
こうりゅうかい

を以前
いぜん

行なった
おこ     

が、障 害
しょうがい

部会
ぶかい

の担当
たんとう

だけだった。次
つぎ

に行なう
おこ   

時
とき

には、なるべく

多く
おお 

民生
みんせい

委員
いいん

・児童
じどう

委員
いいん

の方
かた

に参加
さんか

してもらいたい。 

・担当
たんとう

の民生
みんせい

委員
いいん

の方
かた

から挨拶
あいさつ

があり、何
なに

かあった時
とき

には電話
でんわ

してよいと案内
あんない

があり、連絡先
れんらくさき

を

玄関
げんかん

に貼って
は   

いる。 

 

 ＜自立支援協議会
じ り つ し え ん き ょ う ぎ か い

 会長
かいちょう

＞ 

・防災館
ぼうさいかん

で単
たん

に体験
たいけん

するだけでは意味
い み

がない。当事者
とうじしゃ

の立場
たちば

で何
なに

が必要
ひつよう

か、気付いた
き づ   

こと、工夫
くふう

すべ

き点
てん

、防災
ぼうさい

のあり方
    かた

など気付いた
き づ    

ことを部
ぶ

会
かい

で検討
けんとう

し、発
はっ

信
しん

をしてほしい。例えば
たと    

防災館
ぼうさいかん

パンフレ

ットの音声
おんせい

コードはアクセスに関する
かん   

案内
あんない

のみでツアー内容
ないよう

の情 報
じょうほう

が確認
かくにん

できない等
など

、情 報
じょうほう

を

得たい
え   

障 害 者
しょうがいしゃ

への配慮
はいりょ

が欠
か

けている点
てん

について、こちらから伝えて
つた   

いかないと障 害 者
しょうがいしゃ

の声
こえ

が

届かない
とど      

。 

・他県
たけん

ではサービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の中
なか

に避難
ひなん

行動
こうどう

について避難
ひなん

ルート等
など

を記載
きさい

している。相談
そうだん

地域
ちいき

支援
しえん
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部会
ぶかい

等
など

でも検討
けんとう

ができるとよい。 

 

◆結論
けつろん

 

事務局
じむきょく

案
あん

の取り組み
と  く  

やスケジュールについて合意
ごうい

。 

事務局
じむきょく

より防災
ぼうさい

体験
たいけん

ツアー（池
いけ

袋
ぶくろ

防災館
ぼうさいかん

）について説 明
せつめい

：参加
さんか

希望表
きぼうひょう

は 7/10までに返信
へんしん

する。 

 

４． その他
    ほか

 

◆当事者
とうじしゃ

委員
いいん

からの意見
いけん

 

昨年
さくねん

、他
た

部会
ぶかい

の傍 聴
ぼうちょう

をしたが、今年度
こんねんど

も同様
どうよう

に他
た

部会
ぶかい

の傍 聴
ぼうちょう

をしたい。他
た

部会
ぶかい

の日程
にってい

はいつになる

か？ 

⇒正確
せいかく

な日時
にちじ

・場所
ばしょ

について確認
かくにん

し、後日
ごじつ

事務局
じむきょく

から希望
きぼう

の委員
いいん

へ連絡
れんらく

をすることとした。 

 

５． 閉会
へいかい

の挨拶
あいさつ

 

・自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

 高山
たかやま

会 長
かいちょう

 より 

当事者
とうじしゃ

委員
いいん

の皆さん
みな    

の役割
やくわり

が見
み

えてきたと感
かん

じている。防
ぼう

災
さい

体
たい

験
けん

をする、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

と交 流
こうりゅう

すること

が目的
もくてき

ではない。防災
ぼうさい

一つ
ひと  

とっても、障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

により困り
こま  

ごとの違い
ちが  

がある。当事者
とうじしゃ

委員
いいん

の皆さん
みな   

は

障 害
しょうがい

のある方々
かたがた

を代 表
だいひょう

する立場
たちば

でもあり、皆さん
みな   

が何
なに

か発信
はっしん

していくことで伝わって
つた     

いくことに

繋がる
つな   

。色々
いろいろ

な障 害
しょうがい

があるが、一番
いちばん

重い
おも  

障 害
しょうがい

のある方々
かたがた

がスムーズに避難
ひなん

できることは誰
だれ

にとって

も避難
ひなん

しやすいことに繋がる
つな    

。誰
だれ

もが住みやすい
す      

、相談
そうだん

できる体制
たいせい

があれば、誰
だれ

にとっても相談
そうだん

しやす

いことになる。人権
じんけん

が守られ
まも    

優しい
や さ   

街づくり
まち     

をしていくためには、当事者
とうじしゃ

部会
ぶかい

が原点
げんてん

になる。それぞれの

置
お

かれている場
ば

所
しょ

、立
たち

場
ば

で困
こま

りごとを出
だ

して発
はっ

信
しん

してもらいたい。 

                                                                                                                                                                         


